
①基本理念・保育理念の醸成と経営の安定化の推進   

明文化された「基本理念・保育理念」を学童保育所に掲示することにより、利用者であり会員でもある保護者と

指導員が「共有」し「なりゆきまかせ」の「託児」ではなく「法人理念」に基づいた「保育理念・方針」に従って指

導員が「保育計画・実践」を行っていく事が周知できた。 

 

②理事会・執行部・指導員の一体経営の推進 

当法人の活動において保護者会は実質的な運営機関であり、指導員との「協働」と「理念の共有」により法人事

業計画や保育計画の実施、法人経営を行った。 

常勤専務理事の設置により子育て支援課とのコミュニケーションの促進、運営委員会や主任者会議等への出

席など執行部と指導員間の意思疎通の改善が図られた。 

 

③内部事務管理体制の確立と効率化の推進 

常勤の専務理事を配置し事務局を統括することで事務局運営体制の強化を図った。 

また、事務処理規程・会計規程に基づいた事務処理の徹底や文書管理規程に基づいた「記録・検証主義体

制」を確立した。 

監査マニュアルの導入により、理事及び事務局への牽制体制の強化・整備を行った。 

   

④情報の共有化・発信力の強化 

広報委員会を中心にちくしっ子ネットワークホームページの内容を検討し、各学童報告掲載による地域行事へ

の参加や日頃の児童の様子などが伺える内容配信など情報共有の充実に取り組んだ。 

１．理事会資料・各種議事録・規程等の掲載 

2．採用試験情報・求人情報の掲載  

 

⑤主任者制度の精査  

主任者に求められる資質等について指導員全員を対象としたアンケートを行い、執行部で主任者制度を含め

た人材育成基本方針について検討した。 

 

⑥指導員研修制度の確立 

 法人独自研修を「麻生教育サービス」へ依頼し実施した。「指導員」としてだけでなく「人として」「社会人として」

の接遇マナー研修を行った。 

 

⑦職員の処遇改善に向けた取り組みの推進  

「会議手当」を廃止し「時間外勤務手当」への切替え等、法令遵守の観点から職員の処 

遇改善に向けた取り組みの推進等を行った。 

 

⑧地域貢献・地域交流の推進 

地域活動への参加や地域の方々との交流を行った。子どもたちにとって地域社会について多くの経験を得る機

会となるとともに、交流を通じて地域の方々の学童への理解を促進した。 

 


